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富⼭のまちなか
観光ルートの開発

「富⼭のまちなか観光ルートの開発」は、富⼭市のまちなかを
さらに魅⼒に感じてもらうため、まちなかの観光施設、商店等を
公共交通によってつなぎ、観光ルートを開発するプロジェクト
です。
ここでは、私たちの発⾜してから2年間の活動について紹介
します︕

uなぜ「まちなか観光ルート」︖
富⼭市は世界的観光地への拠点

（⽴⼭⿊部アルペンルート、五箇⼭ etc.）

公共交通を意識し、観光地をつなぐ
観光ルート︕︕

富⼭駅を「経由」する観光客を
もっとまちなかに呼びたい︕
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u2018年度活動
ü ますずしの活⽤
まちなか観光する際に、⾷べ歩きできたり、まち歩き
の最中に休憩できるようなコンテンツがないか考え、
「ますずし」に⾄りました。
まちなかにますずし店が点在するため、⾷べ⽐べが
できたらと考え、「⼀⼝ますずし」を提案しました。

ü まちなか調査
アンケートやフィールドワーク等を実施し、まちなかの
観光資源を調査しました。

ü ルート作成
調査結果をもとに、富⼭のまちなかをエリア分けし、
エリアを時間に応じて組合せ、ルート作成しました。

元祖ブラックラーメン 環⽔公園 富⼭城
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最後に…

アンケートへのご協⼒よろしくお願いします︕︕

u2019年度活動
ü 新たなエリアの開発

2020年3⽉21⽇に路⾯電⾞が南北開通しました。
2018年度は富⼭駅の南側のみを調査していましたが、
北側や南側の新たなエリアを調査しました。

ü 観光アプリ
Spot Tourというアプリに私たちが調査した
観光地を、試験的に登録しました。
今後、実際に運⽤できればと考えています。

岩瀬名物 三⾓どら焼き 富⼭湾を⼀望できる
展望台

富⼭の薬 池⽥⾕安兵衛

uこれから
今後は、皆さんにも実際にまちなかを、私たちが作成した
ルートでアプリを⽤いて観光してもらえるよう、より具体的
にこのプロジェクトを進めていこうと考えています︕


